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剛な構造物近傍の埋戻し地盤の地震時沈下挙動に
関する遠心力模型実験とその数値シミュレーション関する遠心力模型実験とその数値シミュレ ション
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剛で安定な構造物の近傍地盤だけが周囲

構造物より相対的に大きな沈下を生じた理由は？

離れた部分は繰返し
せん断による圧縮沈下

最大1.6m程度

研究の背景

地震時に
ほとんど

変形しない
地震後

①地盤が構造物
から離れる

せん断による圧縮沈下
地震前

0.1～0.5m程度遠心力模型実験および数値
シミュレーションを実施して現
象の推定メカ ズム（右図①

地震による
水平変位

から離れる

②離れた隙間
を埋めるように
主働すべり発生 岩盤上に設

象の推定メカニズム（右図①，
②）を検証する．

水平変位 主働す り発生 岩盤 に設
置され安定



遠心力模型実験
実験後の地表面沈下量の分布
両端部の沈下量が大きい！

地盤高さを変えた2ｹｰｽを実施
   レーザー変位計         土圧計（地盤） 

加速度計（水平・鉛直） 土圧計（壁面）
土槽枠
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地盤層厚：
ケース2/ケース1 = 25.5m/17.2m = 1.48倍
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時刻歴による確認
壁から離れる時刻に壁際だけ大きく沈下
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実験によって構造物近傍の主働すべりに起因する沈下を確認



GEOASIAによる数値シミュレーション 0
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L=49.2m

ケース２：H=25.5m
（その他の条件は
ケース1と同じ）
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EP4-1 解析 初期鉛直有効土被り圧

地表面沈下

側方境界
水平固定
鉛直自由

(ジョイント要素なし）
土槽底版を模擬
した弾性体

弾塑性体
SYS Cam-clay model

H=17.2m
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EP4 1 解析 初期鉛直有効土被り圧

壁面水平土圧
した弾性体

E=1.635×107kPa
ν=0.3

ρ=7.0g/cm3

底面境界：加速度入力位置（水平のみ入力の場合は鉛直固定）
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②Ko=0.7 構成式解析②
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中空ねじり試験の
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝにより

SYS Cam‐clay model
の ﾟ ﾒ ﾀを設定 ① ② ③
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解析における水平変位と両端部沈下の関係

0 

50 

100 

水
平

応
力

σ
x
′

[k
Pa

]

100

120 

0.00 

鉛のﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定
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数値解析によって構造物近傍の沈下・土圧が再現可能なことを確認


